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要       約 

能登半島以北の日本海北部に分布するハタハタ資源は、漁獲量、沖合底びき網（1そうび

き）の漁獲動向、漁獲物の体長組成などの状況から、1990 年代後半以降急激な増加傾向に

あったと思われる。2006 年は底びき網により 3歳魚（2003 年級）中心の漁獲が続き、接岸

期には秋田県で 2年連続漁獲が前年を下回ったものの、一年間の北部海域全体では 2005 年

並みの 4,284 トンとなった。2007 年に入ってからは、漁獲の主体は 3、4歳（2003 年・2004

年級）となっている。加入動向調査等の結果から、その多寡は分からないものの 1歳魚（2006

年級）の加入も認められている。しかし、2 歳魚（2005 年級）の水準が今のところ低いと

思われることや、現在のいずれの年級群も非常に水準の高かった 2001 年級には及ばないと

見られることから、資源の動向は近年の増大傾向から横ばい状態にあると判断された。資

源の水準は引き続き中位にあるものの、漁獲量の上限をややおさえることで、漁獲の動き

を見守ることが重要である。2005 年および 2006 年の漁獲量をもとに、ABC 算定規則 2-2) を

適用して、ABC を下記のとおり提示する。 

 

  2008 年 ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合 

 ABClimit 34 百トン 0.8Cave2-yr − − 

 ABCtarget 27 百トン 0.8･0.8Cave2-yr − − 

 100 トン未満を四捨五入 

 

  年 資源量 漁獲量（トン） Ｆ値 漁獲割合 

  2005 − 4,187 − − 

  2006 − 4,284 − − 

 

   水準：中位  動向：横ばい 

 

１．まえがき 

日本海北部系群のハタハタ（青森県〜富山県）は、特に秋田県において「県の魚」に選

定されるなど、この地域の重要な水産物のひとつである。現在、秋田県による資源予測に

基づく漁獲量規制のほか、一定期間の禁漁、魚体や漁具等についてきめ細かい規制措置が

とられている。また、水産庁による資源回復計画が立案され、平成 15 年度から同計画に基

づく漁獲努力量の削減措置が実施されている。 
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２．生態 

(1)分布・回遊 

ハタハタ日本海北部系群は、能登半島から津軽海峡にかけて分布する（図１）。沖山（1970）

らによれば、形態、分布、漁業情報等から、この系群は北海道周辺のものとは独立した資

源とみなされている。能登半島から山陰海域に広く分布する日本海西部系群との関係につ

いては、日本海北部資源が山陰海域にまで回遊して未成熟期を過ごすとする見方（沖山 

1970；尾形 1980；落合・田中 1986）がある一方、両群の漁獲動向が連動していないな

どの理由から、これらの間に強い交流は無いとするとらえ方もある（田中 1987）。遺伝学

的な調査によれば、日本海北部系群は北海道西側に分布する系群と区別できず、その分布

域の西側は能登半島を越え、兵庫県沖に達するとされる（藤野・網田 1984）。 

本事業で実施している評価技術開発調査によれば、ミトコンドリア DNA 調節領域の塩基

配列多型により、秋田の産卵場に由来する集団が、隠岐西方の海域にまで達していること

が示唆された（Shirai et al. 2006）。また、2003 年の前半に若狭湾から能登半島沖合で見

られたハタハタの急激な漁獲は、2001 年に発生した北部系群の卓越年級によるものと考え

られ、北部・西部の近年における漁獲増を担ったものと思われる（白井ほか 2007）。 

日本海北部海域では、ふ化 1 年後には新潟県から山形県、さらに秋田県の沖合で群れを

作るようになり、底びき網の対象となる。産卵が終了すると、親魚は速やかに産卵場を離

れ、春季にかけて新潟県の沖にまで南下し漁場を作る（杉山 1991）。産卵・接岸する冬季

間には、青森県から山形県の沿岸域において、定置網、刺し網の対象となる。 

本種の分布は餌料環境よりもむしろ水温（適水温 1〜5℃）の影響を受けていると考えら

れている（秋田県水産振興センターほか 1989）。 

 

(2)年齢・成長 

厳冬の 12 月に産み付けられた卵は、2〜3月中旬にかけてふ化する（水温 8℃前後で、受

精後 51 日目から 2 週間かけてふ化：落合・田中 1986）。ふ化後、しばらくの間、稚魚は

砂浜域で生育し、6 月には全長 50〜60mm となって、沿岸域の水温上昇を契機に沿岸域から

水深 100m 程度の沖合へ移動する（秋田県水産振興センターほか 1989）。未成魚期（体長 6

〜12cm 程度、6 月〜翌夏）の生活史には不明な点が多い。本種の寿命は 5 歳。満 2 歳で体

長 15cm 程度になり、北部海域ではこの頃から漁獲対象となる。成長については、2 歳で体

長 15〜18cm、3 歳 18〜22cm、4 歳 24cm 前後と推定され、メスの方がやや大きめのサイズに

なる。 

なお、ここでいう年齢はふ化からその年の末までを 0歳、以降暦年によって 1歳、2歳、・・

と表現する。また、「年級」はふ化時の年（西暦）を冠することとし、例えば 2005 年級は

2005 年の春先にふ化した年級を指す。 

 

(3)成熟・産卵 

すべての個体が成熟に達する年齢は、オス 1 歳、メス 2 歳と推定されている。生殖腺指

数は、雌雄とも 8月頃に高くなり始め、9〜11 月にかけて急速に増大する。ハタハタの産卵
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は、沿岸の藻場（岩礁域）において厳冬のごく短い一時期（記録では 11 月下旬〜翌年 1月

中旬：近年では 12 月上中旬）に集中して行われる。卵は海水に触れることによって強い粘

着性をもつようになり、3〜5cm 径の卵塊を作る。本資源の主産卵場は、秋田県沿岸にある。 

 

(4)被捕食関係 

ハタハタ成魚の主餌料はテミスト (Themisto japonica：端脚類) で、そのほか橈脚類、

オキアミ類、イカ類、魚類が多い。沖合ではテミストの割合が高くなる（秋田県水産振興

センターほか 1989）。大型魚類に捕食されるが、実態は不明である。 

 

３．漁業の状況 

(1)漁業の概要 

本資源の産卵場がある青森県から山形県の沿岸域では、産卵・接岸時のハタハタを対象と

した定置網と刺し網による漁獲量が多い（「沿岸漁」、「季節ハタハタ漁」と言われる）。産

卵以降春季にかけては秋田県から新潟県において、秋以降には山形県から青森県で、それ

ぞれ小型底びき網による漁獲が多い。この海域では、沖合底びき網漁業による漁獲は全体

の 1割程度を占めるに過ぎない。 

 

(2)漁獲量の推移 

日本海北部海域における過去 50 年程の漁獲量は、劇的な推移を示してきた（図 2、付表

１）。1965〜1975 年には漁獲量が 2万トン前後の高い水準にあり、1966 年には 24,089 トン

で、この年は秋田県の定置網だけで 17,790 トンもの漁獲があった。1976 年に漁獲量が

11,746 トンに半減して以降漁獲状況は急激に悪化し、1984 年には 206 トンと最盛期の 1％

弱にまで落ち込んだ。1984年に発生した卓越年級群により1986年の漁獲はやや好転したが、

1987 年以降再び減少傾向となり、1991 年には 158 トンまで低下した。 

このような資源状態の急激な悪化を踏まえ、秋田県は 1992 年 9 月から 1995 年 9 月まで独

自に 3年間の採捕禁止に踏み切り、資源の回復を図った。1995 年 10 月にハタハタ漁は解禁

されたが、禁漁期間や休漁日の設定、季節漁の網統数の削減・禁漁区域の設定などの資源

管理を計画的に実施するとともに、稚魚放流、産卵藻場の造成など、資源の回復に向けた

取り組みを展開している。また、青森県、山形県および新潟県とともに、全長 15cm 未満（以

下）を採捕しない（または流通させない）ことなど多岐にわたる公的・自主的な規制を実

施している。 

1995 年以降漁獲量は増え続け、2004 年には北部海域全体で 5,405 トンとなった。その後、

2005 年、2006 年には約 4,200 トンが記録されている。 

 

(3)漁獲努力量 

日本海北部のハタハタは、近年、漁獲のほぼ半分が産卵場に接岸する魚群を対象とした

定置網と刺し網（青森県〜山形県）によって漁獲される。また、小型底びき網漁業は漁獲

成績の報告が十分ではなく、全域の情報を集約することができない。ここでは、沖合底び
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き網漁業における 1999〜2006 年の有効引網回数（ハタハタの漁獲があった漁区における引

網数の合計）の動向を付表 2に示した。 

 

４．資源の状態 

(1)資源評価の方法 

北部ハタハタ資源は、分布・回遊に関する知見は得られつつあるものの、系群の認識を

含む資源の全体像については不明な点が多い。このため、現在の資源状態の評価としては、

近年における漁獲量の動向がよりどころである。しかし、さまざまな規制措置や豊漁によ

る取り控えが行われていることなど、漁獲量がダイレクトに資源状態を反映しているとも

言えない。 

そこで、日本海沖合底びき網漁業漁場別漁獲統計調査資料（日本海区水産研究所）にお

ける「１そうびき」から算出した資源密度指数を資源水準の指標の一つとした。沖合底び

き網漁業による水揚げは、北部地域では全体の 1 割程度であるが、底びき漁場における資

源水準を見るにはよい指標となりうる。 

資源密度指数とともに、生物情報収集調査（秋田県、山形県および新潟県に再委託）に

よる漁獲物の体長組成の情報を考察の材料に加えた。2008 年の資源状況を予想するために

は、2007 年に加入する 1 歳魚（2006 年級）の動向をおさえることが有効である。今年の 4

月と 5 月に山形県沖合において 43mm 目合（これに 38mm 目合のカバーネットを装着）の底

びき網（かけまわし）を使用して漁場に加入する 1 歳魚の出現状況調査を行った（山形県

に再委託：以下、加入動向調査という）。この結果も加え、現在の資源状況の把握を行った。 

一般に産卵量の動向は産卵親魚量の指標の一つになるが、この報告書では産卵量の動向

から接岸群の水準を推定していない。詳細は、平成 17 年度版の本報告書補足資料（第 2分

冊 pp.1050-1051）に示すとおりである。 

 

資源密度指数： 10 分マス目で設定された漁区ごとの月別 CPUE（漁獲重量(kg)／有効引網回

数）を一定期間（年または月）、ある海域内（中海区または小海区）で集計した値を有漁漁区数

で除して求めた。 

 

(2)資源量指標値の推移 

【漁獲量】日本海北部のハタハタは、これまで資源の変動が激しく、近年は多くの規制を

受けて漁業活動が行われているため、常態としての漁獲動向がはっきりしない。図 3は、

1955 年からの本資源の漁獲量の変動を、前年との差分からみたものである。資源水準が高

かった 1970 年代前半まで、グラフは 1年（ないし 2年）ごとに増加・減少を大きく繰り返

している。この状態は、日本海西部でも継続的にみられることから、こうした短期の上下

動は本種の資源状態を反映した一般的な傾向と思われる。秋田県の自主禁漁が明けた 1995

年以降 2000 年頃までは、北部海域での漁獲量にはこうした上下動はみられなくなった。こ

のことは、資源の増加傾向が著しかったこととともに、漁業規制や豊漁による取り控えが

起きるなど漁獲量が資源状態を的確に示していなかったことを示すものと思われる。 

ハタハタ日本海北部系群-4-

-1068-



 

 

近年の漁獲量の動向は以下のとおりである（図 4〜5）。2000 年末には、前年を大きく上回

る接岸群が秋田県沿岸に回帰し、この時の産卵群は翌 2001 年春季にかけて山形県や新潟県

で多量に漁獲された。この年における北部海域での漁獲は合計で 2,673 トン（前年比 169％）

となり、1980 年代初めの水準に達した。2002 年には、底びき網による漁獲は前年に及ばな

いものの好調な経過を示し、さらに年末には青森県鰺ヶ沢から山形県庄内にかけての広い

範囲で非常に大きな接岸群が確認された。秋田県内での 11〜12 月の沿岸漁は 1,570 トンで

あった。この時の来遊群と翌 2003 年の底びき網による漁獲の大きな部分を、卓越した 2001

年級が担っていた（白井ほか 2007）。翌 2004 年には、2001 年級主体の漁獲により北部海

域で 5,405 トンが記録された。2006 年になると、夏前まではほぼ前年並みの漁獲見られた

が、禁漁明けの 9月以降全域で不漁となった。この傾向は、新潟県では 2007 年 2 月まで続

いたが、山形以北では 11 月には底びき網でも漁獲が多くなり、秋田県の沿岸漁では 1,640

トンが水揚げされた（配分枠 1,200 トン）。2007 年になってからは、月、海域により一定し

ないものの、漁獲は例年に比べてやや低めで推移している。 

 

【資源密度指数】1980 年以降の沖合底びき網漁業による資源密度指数の動向をみると（図

6）、1980 年代半ばから 1990 年代半ばまでの約 10 年間は漁獲量と同様に非常に低い値であ

ったが、その後、漁獲の再開、回復とともに上昇傾向を示した。2000 年以降は、年により

やや変動があるものの、総じて増加傾向を示している。昨 2006 年には、前年から再び高い

伸びを示した。 

資源密度指数の動向を、小海区別、月別にみたのが図 7である（1997〜2001 年は平均値）。

主となる産卵場が位置する「男鹿南部」では、11〜12 月に接岸群が沖合域でまとまって漁

獲される傾向にあるため漁獲量とともに資源密度指数も増加している。また「新潟沖」で

は春季と秋季に値の増減がみられ、1 月と 12 月にはいずれの年でも低い値を示している。

こうした傾向は、産卵後に大きく南下、沖合への移動があり、その後北上して秋にはふた

たび産卵場へと向かう本資源の回遊経路を反映していると思われる。2006 年には、男鹿北

部と男鹿南部において 11-12月の接岸前後の時期に 2003年に匹敵する高い資源密度指数の

増加が見られたが、新潟沖では一年を通じて低い水準となった。2007 年 1〜3 月には、資源

密度指数はいずれの小海区でもおおむね平年並みに推移していた。 

 

(3)漁獲物の体長組成 

山形県の水揚物による 2006 年 1 月〜2007 年 5 月までの体長組成を図 8に示した（由良お

よび念珠関市場： 1 ヶ月の漁獲尾数換算）。この期間、雌雄ともに漁獲物はやや大型で、単

峰型の組成を示すことが多かった。2005 年時からの体長組成の変化を見ると、この期間の

の主体は 2003 年級であったと思われる。例年春以降に満 2歳が漁獲に占める割合が高くな

るが、2006 年時点での 2歳魚（2004 年級）は組成としてははっきりしなかった（大型魚が

獲れるため、小型の個体が敬遠されたのかもしれない）。2007 年に入ってからの体長組成の

ピークは前年よりいくぶん小さくなり、問題の 2004 年級が混在しているものと思われる。

秋田県によれば、2006年末の沿岸漁で水揚げされたハタハタも、同様に2003年級が主体で、
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2004 年級と 2005 年級の割合は少なかった（ハタハタ資源対策協議会資料 2006）。 

2007 年 4 月および 5 月に行った加入動向調査の結果（図 9）を見ると、この時期、山形県

沖ではハタハタは少なめであったが、オスでは 18cm、メスでは 20cm 前後の個体（2004 年

と 2003 年級）が多かったが、満 2 歳となった 2005 年級の占める割合は少なかった。また、

1 歳魚（2006 年級）の分布も確認できたが、漁獲に占める割合は低かった。この傾向は、秋

田県が 3 月に行った調査と同様である（ハタハタ資源対策協議会資料 2006）。1 歳魚の加入

量の多寡ははっきりしないものの、日水研が上越沖で実施したマダラ幼稚魚分布調査（2007

年 5 月 30 日）では、体長 10cm前後の 1 歳魚が相当量漁獲された（図 10）。新潟県北部にお

いても、5 月から 6 月にかけて、多量の 1 歳魚の分布が見られたという。 

 

(4)資源の水準・動向 

上述した漁獲量、沖合底びき網漁業による資源密度指数および体長組成にみられる近年

の動向から、本資源は以下に述べるような状態にあると考えられる。 

2007 年現在、北部海域では 3、4歳（2003 および 2004 年級）が主体であり、昨年同様に

2 歳（2005 年級）が少ないように思われる。1 歳（2006 年級）の加入は秋以降の漁業によ

り明らかになるであろう。漁獲としては、引き続き大型の個体が中心となるだろうが、年

末の接岸時期に向けて相当量の資源が北部海域で維持されるものと思われる。 

しかし、現在のいずれの年級群も非常に水準の高かった 2001 年級には及ばないことや、

特に 2 歳年級の水準が今のところ低いと思われることから、資源の動向は近年の増大傾向

から横ばい状態にあると判断された。資源全体の水準は、1990 年代半ば以降では高めであ

るが、それ以前の多獲時（1960 年から 1970 年代半ば）の状況には及ばないことから中位と

判断された。 

 

５．資源管理の方策 

ハタハタの日本海北部資源は、近年、奇数年生まれの高水準年級（特に 2001 年級）およ

び当初低水準と考えられた 2002 年級にも支えられ、増大傾向にあったと思われる。2004 年

級も豊度が低いと考えられたが、2007 年時点では漁獲のある部分を支えていることが分か

ってきた。2008 年時には、通常漁獲の主体となる 2歳魚（2006 年級）の予測はできないが、

3 歳魚（2005 年級）の水準が 2007 年時点では低いと推定されること、4 歳魚もさほどの高

水準とは思われないので、漁獲量をある程度おさえる必要がある。 

 

６．2008 年 ABC の算定 

(1)資源評価のまとめ 

1970 年代以降の漁獲量や沖合底びき網漁業の資源密度指数の動向、体長組成の近年の傾

向から、2007 年現在の日本海北部のハタハタ資源は 1990 年代初頭に比べてかなり高い水準

にあるものの、資源の動向は近年の増大傾向から横ばい状態にあると判断された。2008 年

には、漁獲量をある程度おさえて資源の保全に努めることが重要である。 
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（単位：百トン）

評価対象年 （当初・再評価） 管理基準 資源量 ABClimit ABCtarget 漁獲量

2006年 （当初） Cave2-yr - 49 39 -

2006年 （2006年再評価） 0.9Cave2-yr - 44 35 43

2006年 （2007年再評価） 0.8Cave2-yr - 39 31 43

2007年 （当初） 0.8Cave2-yr - 38 31 -

2007年 （2007年再評価） 0.8Cave2-yr - 38 31 -

(2)ABC の算定 

現在の資源状況が「中位、横ばい」と判断されたことから、ABC 算定規則 2-2)に従って

ABC を算定した。基準となる漁獲量としては 2005 年と 2006 年の北部海域の平均漁獲量を用

い、β2は加入量の不安定さと漁獲上限をおさえるべきとの判断から 0.8 とした。ABCtarget

は、ハタハタの資源状況が短期間（1〜2 年）に大きく振れる過去の傾向や今後の加入継続

についての不確定要素を考慮し、ABClimit に 0.8 を乗じて算定した。 

 

 (3)ABC の再評価 

 

７．ABC 以外の管理方策の提言 

北部海域では、2 年続けて漁獲に占める 2 歳年級の割合が低かった（年級としては、2004

および 2005 年級）。西部系群との資源的なつながりは解明されていないが、2005 年級は西

部海域においても少ない傾向にあり、今後の加入状況が危惧される。現時点では 1 歳魚（2006

年級）が新潟県などで多くみられていることから、この年級群を大事に扱うべきと考える。

秋以降、2006 年級が漁獲対象となってくるが、（おそらく大型魚の割合が多いと思われるの

で）単価の低い小型魚は敬遠されるものと思われる。網目拡大などで、できるだけ小型魚

を獲らないことが肝要である。なお、水産庁では、本資源と日本海北部のハタハタを対象

とした資源回復計画を立案し、底びき網漁業を対象とした減船および漁具改良の措置を平

成 15 年度から始めている（詳細は、http://www.jfa.maff.go.jp/sigen/magahata.htm）。 
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